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1．はじめに  

 近年、有明海では底質の悪化が進み、アゲマキ、タイラギ等の貝類をはじめとした漁獲量が激減するという

深刻な問題が発生している。中でも底泥に棲息するアゲマキ等の二枚貝は海水の浄化や、底泥の撹乱等、有明

海の環境を維持する役割を担っている。著者らは、有明海の湾奥に位置する鹿島市飯田地先において、悪化し

た干潟底質の改善工法１）を開発し、その実証実験を実施している。開発した底質改善工法は、底生生物が生

息できる底質環境にまで改善できるが、アゲマキの生息場として利用するには底質の含水比を低下させる必要

があることを明らかにした２）。本研究では、底質改善区の一部に大気圧密をして底質の含水比を低下させた領

域にアゲマキ稚貝を放流し、その棲息調査を行った。本論文ではその棲息調査の結果を報告する。 

2．調査概要 

2.1 底質改善施工区とアゲマキ稚貝放流の概要 

本調査は佐賀県鹿島市飯田町地先飯田海岸に造成

した底質改善区の一部で行った。調査した底質改善

区の平面図、アゲマキ母貝・稚貝放流地点及び放流

数を図－1に示す．改善材の混合量が異なる 6 区画の

底質改善区を造成し、その区画に大気圧密を 2 箇所

ずつ施工した。本調査ではその箇所にアゲマキ稚貝

を放流し、稚貝の棲息に関する追跡調査を行った。

放流したアゲマキ稚貝の殻長は 10～12mm で、1 区

画（3m×3m）あたり約 300 個放流した。放流時期は

平成 20 年 3 月 25 日である。 

2.2 干潟における大気圧密工法の概要 

はじめに圧密をかける区画において約 1m 耕耘す

る。その後、施工面に約 30ｃｍ底泥を盛り、そこに

3m 四方のドレーンマットを敷設し，ドレーンマット

中央にバキュームレーターの吸水口を設置する．次

にブルーシートを覆設し，周りからの海水の流入を

防ぐためにおもりをおいて密閉してバキュームレー

ターで吸水する。吸水時間は約 12 時間である、干潟

における大気圧密工法の概略図を図―２に示す。 

2.3 アゲマキ稚貝と底質の調査方法 

アゲマキ稚貝の生残調査は 25cm 四方のコドラート

を用いて行った。平成 20 年 3 月の放流から 5 月まで

は、コドラート内の底泥を採取して稚貝の個数を数

えた。11 月からの調査では、コドラート内の巣穴の

個数を数えた。底質調査はシンウォールチューブ 

 

図－1 大気圧密地点及びアゲマキ放流地点・放流数 
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図－2 大気圧密工法の概略図 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ アゲマキ稚貝生残率 
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 (�=7cm、L=90cm)を用いて底泥試料を採取し、所

定の深度における AVS（酸揮発性硫化物）、含水比

を測定した。また、底泥試料の採取と同時にコー

ン貫入試験も実施した。 

3．調査結果と考察 

放流後２ヵ月までのアゲマキ稚貝の生残率の経

時変化を図－３に示す。全ての区画の中では 19G3

の区画が最も生残率が高いことが分かる。これ以

降、本研究の調査は、19G3 区画の稚貝放流地点と、

放流区域外の２点で行った。19G3 区内における調

査地点をそれぞれ図―1に併記している。 

A 点（12 月 13 日採取）および B 点（11 月 28

日採取）で採取したアゲマキの様子および殻長、

殻幅、殻高および重量を図－4に示す。またA点、

B 点におけるコーン指数、AVS、含水比の深度分

布をそれぞれ図―5,6,7 に示す。B 点のアゲマキ

は A 点のアゲマキより、殻長、重量ともに小さく、

成長が遅れていることが分かる。これは図―5に

示すように、B 点には深度 30ｃｍに、周辺の底泥

よりコーン指数が極めて高い砂層が形成されて

おり、これによってアゲマキの潜泥が妨害された

ことが原因と考えられる３）。また、AVS の値は B

点の方が A 点に比べて非常に高く、これが B 点

のアゲマキの殻を黒色化している原因であると

考えられる。一方、圧密区の A 点のアゲマキは、こ

れまでに実施されたアゲマキの養殖に関する現場

試験 4）とほぼ同程度の成長を示しており、A 点はア

ゲマキにとって良好な棲息環境が保たれていると

考えられる。19G3 におけるアゲマキ稚貝の生残率

の経時変化を図―８に示す。5 月の測定では生残率

は 21％であったものが、12 月では 17％で留まって

おり、生残率の変化からも良好な棲息環境が保たれ

ていたと考えられる。 

4. まとめ 

本研究では、底質改善区の一部に大気圧密をして底質の含水比を低下させた領域にアゲマキ稚貝を放流し、 

その棲息調査を行った。得られた結果は以下のようである。 

（1）大気圧密した区画は砂層の形成もほとんどみられず、アゲマキの成長は良好であった。 

（2）大気圧密した区画の AVS は周辺よりも低く、区画外と比べても底質環境は良好であった。 

【参考文献】1）坂井浩平 干潟底質の覆砂混合改善区における分級作用と力学特性の変化について ｐ5 
          ２）坂井浩平 干潟底質の覆砂混合改善区における分級作用と力学特性の変化について ｐ33 
          ３）吉本宗央 1989：アゲマキの生態―Ⅳ 佐賀県有明水産試験場報告、第 11 号 ｐ43 

      ４）吉本宗央 1989：アゲマキの生態―Ⅳ 佐賀県有明水産試験場報告、第 11 号 ｐ40～42 

 

図―４ A 点、B 点アゲマキの成長具合 

殻長：65ｍｍ 殻幅：22ｍｍ   殻長：45ｍｍ 殻幅：10ｍ 
殻高：10ｍｍ 重量：13.359ｇ  殻高：10ｍｍ 重量：5.24ｇ
採取深度：約 35ｃｍ      採取深度：約 20ｃｍ 
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図－8 19G3 におけるアゲマキ稚貝の生残率の経時変化 
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